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｢誰もが街で暮らすために｣千葉リハビリテーションセンター

の職員は、それぞれの役割を担いながら仕事をしています。

｢地域連携部｣は、病気や事故で身体に障害を持つ人たちが住

み慣れた街・自分が住みたいと願う街で生活していけるよう

に、関係機関と連携しながら支援する仕事を受け持っていま

す。

地域支援室

副室長
相談室

副室長
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ちばりは

当センターは千葉県の高次脳機能障害の支援拠点機関に指定されています。県内では、高次脳機能障

害をお持ちの方々への診断評価や地域生活等の支援に関する相談にのれるところはまだまだ少ないこと

もあり、記憶障害等複雑な障害をお持ちの方のご相談も多くいただいています。

「千葉リハのことについて知りたい」｢具体的なリハビリテーションについて相談したい｣方は、まず

相談室にご連絡ください。

地域連携部は２つの室で構成されています。入院されている方、外来通

院されている方、その他当センターに関する問い合わせや相談をお受けす

る相談室があります。ソーシャルワーカー・看護師・事務職員という構成

です。

ご相談・問い合わせや必要な関係機関との調整などにお応えするために

６名の専属のソーシャルワーカーを中心に仕事をしており、その数は年間

１万件以上に登ります。特に医学的リハビリテーションの目的を達成され

て医療施設を退院された後の生活に円滑に戻っていただけるよう、きめ細

かなサービスを提供させていただいています。復職支援サービスをご利用いただくために関係機関に繋

ぐ方、安全で安心な単身生活の準備をしなくてはならない方への支援など、必要とされる支援内容は

様々です。

地域連携部長 ごあいさつ

相談室会議風景

地域連携部長

地域連携部の目の前は、病棟の前庭が広がっています。ここでは、更生園の利

用者さん達が、千葉大学環境健康フィールド科学センターの野田勝二先生たちの

協力の下、季節毎に野菜や草花を育てています。

１年を通じて、絶えず何かが育てられているのを眺めながらの仕事は、楽しい

ものです。

地域支援室執務風景

地域連携部の２つめの部署が地域支援室です。相談室が個人を中心にし

た支援をしている部署とすれば、地域支援室は、県内や圏域・市町村とい

った広いエリアに対し、介護や福祉の事業所・医療機関などを対象とした

支援事業を企画実行する部署です。理学療法士・事務職員で業務を行って

います。当センターでは、高次脳機能障害支援普及事業、千葉県地域リハ

ビリテーション支援体制整備推進事業、千葉県脳卒中リハビリテーション

千葉地域モデル事業、千葉県脳卒中リハビリテーション患者実態調査事業

など、数多くの千葉県の健康福祉に関わる事業の受託をしています。また、

独自に各種助成金を得てさまざまな講座や研修会も開催しています。これ

らさまざまな取り組みのまとめ役を地域支援室で行っています。ホームページでも講習会の案内を随

時行っています。一度アクセスしてみて下さい。

田中 康之森戸 崇行

太田 令子
もりと たかゆき たなか やすゆき

おおた れいこ

千葉県千葉リハビリテーションセンターの理念と基本方針

「 誰 も が 街 で 暮 ら す た め に 」
Everybody will be in own town

－私たちは障害児・者の自立と社会参加に向けて良質な医療と福祉を提供します－

○ 利用者の意思と個性を尊重し、専門職の協働による包括的リハビリテーションを実践します。

○ 日々の研鑽により自らの人間性と専門性の向上を図り、安全で質の高いサービスを約束します。

○ 地域の各機関との連携を図り支援し、また研究・開発や専門職育成に努めます。
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室長以下、ソーシャルワーカー７名、看護師１名、事務職員１名が明るく働いています。

相談室の紹介

当センターでは脊髄を損傷され、リハ

ビリ目的で入院をされる方も多く、在宅

生活・社会復帰などの相談援助を行って

います。

事故などによる脳外傷や脳梗塞等による脳血管障

害、低酸素脳症などにより脳を

損傷し、「注意力や記憶力の低

下」「物事を計画して行動でき

なくなった」「怒りっぽくなっ

た」等、今までみられなかった

症状がでて、生活がしにくくな

った方の支援を行っています。

当事者の方、身近で支えるご家族、周囲で支

える支援者･機関の３者が元気になれるよう

なサポートを心がけています。

脊髄損傷担当

相談室の主な担当

当センターの医療施設である3病

棟（回復期リハビリテーション病棟、

障害者病棟、一般･亜急性期病棟）に

それぞれ担当ソーシャルワーカーが

います。

入院担当

相談室が行っている主な仕事（サポート）

の一部をご紹介します！

外来担当

脳血管障害、頭部外傷、脊

髄損傷、四肢切断や整形外

科術後の方、脳性まひのお

子さんなどの受診に関する

相談や、医療や福祉に関す

る情報提供などを行ない、

安心して受診していただく

お手伝いなどを電話や面談

で行っています。

高次脳担当

総合相談窓口受診や入院

福祉や介護の情報

入院中の不安や退院後の

生活に対する不安に対する

相談、さまざまな制度を利

用しての退院準備など、よ

り安心して地域生活に復帰

できるお手伝いをしていま

す。

電話相談

来所相談

退院準備の事

地域生活の事

受診や入院、リハビリなどをはじめとした当センターの利用に関することをは

じめ、さまざまな相談の総合相談窓口として障害を持つ方々の生活を支援します。

学校に関して

仕事に関して

医療費他、経済的な心配

制度手続き

その他

玄関から入り受付の角を右に 曲がって５mほど先の左側が相談室です

【方法】ご相談は電話または直接相談室

へお越しください。

【曜日】月曜日～金曜（祝日をのぞく）

（土･日・祝日はご利用いただけません）

【時間】９：００～１７：００

当センターではピア

サポートを行っており、

福祉制度の情報提供を

主に担当しています。

支援機関、家族と

の支援会議

入院中の脊髄損傷者

向けリーフレット
[当センター作成]

利用のご案内
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ここでは、地域支援室で行なっている業務の一部をご紹介します。

高次脳機能障害支援普及事業

高次脳機能障害の方や、その支援者・機関をサ

ポートするために県が実施している事業です。千

葉リハセンターはその県支援拠点機関として様々

な取り組みを行なっています。

千葉県地域リハビリテーション

支援体制整備推進事業

千葉リハビリテーションセンター公開講座

千葉リハをもっと皆さんに知ってもらいたい！

という講座です。今年で10回目。どなたでもご参

加できます。是非、１度お越し下さい。

療育支援研修会

（財）日本損害保険協会

リハビリテーション講習会

介助犬

他にもいろいろな事業に取り組んでいます！

広報誌の発行

高次脳機能障害

リハビリテーション

千葉懇話会

ホームページあります！
http://www.chiba-reha.jp/reha/shien/index.html

地域リハフォーラムの

開催

職員自らもセンター

の取り組みをご紹介

第8回脊髄損傷リハビリ

テーション講習会

第６回高次脳機能障害

リハビリテーション講習会

展示コーナーを設けて

情報提供

http://www.chiba-reha.jp/reha/shien/kennnaijyouhou.html

県内の療育に携わっている多職種の方をサポート

するために行なっている研修会です。千葉県通園施

設連絡協議会の助成を受けて実施しています。

当事業団では、指定法人の認可を受け、認定事業

を行っています。これまで２頭の介助犬を認定して

おり、それぞれの介助犬ユーザーは介助犬との暮ら

しにより、それまで以上の社会参加をされています。

街で介助犬に出会ったら、お仕事中

ですので、温かくそっと見守ってあ

げてくださいね。

（財）日本損害保険協会の助成を受けて、実施し

ている研修会です。毎年、高次脳機能障害と脊髄損

傷に関する研修会を実施しています。特に、脊髄損

傷に関する研修会は、全国でも千葉県のみの実施で

す。

脳卒中のリハビリテーションの充実を目的に県が

実施している事業です。地域支援室ではその事務局

などを行ない、県内の脳卒中リハビリテーションの

現状の調査分析などを行なってます。事業報告書を

ホームページで公開しています。

千葉県脳卒中リハビリテーション千葉地域モデル事業

千葉県脳卒中リハビリテーション推進事業

千葉県は、全国と比較するとリハビリテーション

に関する資源がとても少ない県です。そんな千葉県

のリハビリテーションの充実を図るために、県が行

なっている事業の基幹的なセンターを千葉リハセン

ターが担い、県内の９つの保健医療圏域にある広域

センターと協力し、取り組んでいる事業です。
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車の利用
・千葉東金道路 大宮インターから約１０分

・京葉道路 松ヶ丘インターから約２５分

電車・路線バス
・ＪＲ千葉駅東口から千葉中央バス

のりば２「千葉リハビリセンター」行

約４０分

・ＪＲ外房線鎌取駅北口から千葉中央バス

のりば２「千葉リハビリセンター」行

約９分

無料送迎バスのご案内（センター⇔ＪＲ鎌取駅 循環運行）

※より便利にご利用いただけるよう、４月１９日付で一部増便とともに運行時間を変更しております。

①センター送迎バス発着場所について

鎌取駅発・・・鎌取駅北口ロータリー付近

（専用のバス停はございません）

センター発・・センター正面玄関前

②車椅子ご利用の乗車定員について

中型バス（黄色）・・・・２名

マイクロバス（水色）・・３名

③日曜・休日は運休となります。

④道路混雑等により遅延する場合があります。

千葉リハビリテーションセ

ンターは千葉県が設置した県

立施設であり、（福）千葉県

身体障害者福祉事業団が指定

管理者として運営を行ってい

ます。

県では、次期５か年（平成

２３～２７年度）の指定管理

についての募集要項を８月上

旬に公表しました。それを受

けて当事業団では事業計画書

を作成して、10月上旬に千葉

県に対して提出しました。

１０月中旬にプレゼンテー

ションが実施され、１１月に

入って当事業団が指定管理の

候補者として選定されました。

今後は、県議会での承認を

受けて正式に次期５か年の指

定管理者として選定される見

込みです。

詳細については、改めてお

知らせします。

センター案内図

千葉リハビリテーション

センター次期指定管理者

への応募について

イベントのご案内
①1月15日(土)13:00～ 第7回高次脳機能障害ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ講習会

②2月13日(日)10:00～ 第4回千葉県地域ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝﾌｫｰﾗﾑ

① ②

JR鎌取駅北口発 千葉リハビリテーションセンター行き

時 平日 土曜日

８ １０ ３０ ５０ ３０ ５０

９ １０ ３０ ５０ １０ ３０

１０ １０ ３０ ５０ ２０ ４０

１１ １０ ３０ ５０ ００ ２０

１２ １０ ３０ ５０

１３ １０ ３０ ５０

１４ １０ ３０ ５０

１５ １０ ３０ ５０

１６ １０ ３０ ５０

１７ １０ ４０

千葉リハビリテーションセンター発 JR鎌取駅北口行き

時 平日 土曜日

８ ０３ ２３ ４３ ２３ ４３

９ ０３ ２３ ４３ ０３ ２３

１０ ０３ ２３ ４３ １３ ３３ ５３

１１ ０３ ２３ ４３ １３

１２ ０３ ２３ ４３

１３ ０３ ２３ ４３

１４ ０３ ２３ ４３

１５ ０３ ２３ ４３

１６ ０３ ２３ ４３

１７ ０３ ３３


